
‭令和７年‬

‭第５回那須塩原市教育委員会‬

‭定例会　会議録‬

‭那須塩原市教育委員会‬

‭期日：令和７（2025）年４月２８日（月）‬

‭会場：‬‭西那須野庁舎３階 ３０１～３０３会議室‬



‭那須塩原市教育委員会定例会‬

‭１　期日‬

‭　〇　令和７（2025）年４月２８日（月）‬

‭　　　‬‭・開会：午後３時００分　　‬

‭・閉会：午後４時２０分‬

‭２　会場‬

‭　〇　西那須野庁舎　３階　３０１～３０３会議室‬

‭３　出席委員‬

‭　〇　教育長　月井　祐二‬

‭　〇　委　員　臼井　祥朗‬

‭　〇　委　員　神島　仁誓‬

‭　〇　委　員　大澤　真弓‬

‭　〇　委　員　君島　知美‬

‭※会議録署名委員‬

‭　　第３回教育委員会臨時会　臼井　祥朗　委員、君島　知美　委員　‬

‭　　第４回教育委員会定例会　神島　仁誓　委員、大澤　真弓　委員‬

‭４　説明のため出席した事務局職員‬

‭　〇　教育部長　田代　宰士‬

‭　〇　教育総務課長　宇賀神　晶子‬

‭　〇　学校教育課長　大藏　裕‬

‭　〇　生涯学習課長　伊藤　隆‬

‭　〇　スポーツ振興課長　東泉　秀幸‬

‭５　事務局職員‬

‭　〇　教育総務課長補佐　小池　雅之‬

‭〇　学校教育課副参事　金子　章‬

‭〇　学校教育課長補佐兼学校支援教職員係長　髙野　幸大‬

‭〇　生涯学習課長補佐兼青少年係長　伊藤　俊彦‬

‭〇　スポーツ振興課長補佐兼スポーツ振興係長　関谷　和俊‬

‭　‬

‭６　傍聴人‬

‭　〇　なし‬



‭７　教育長報告‬

‭　〇　非公開‬

‭８　付議事件‬

‭区分‬ ‭案件名‬ ‭担当課‬

‭議案第16号‬‭那須塩原市文化財保護審議会委員の委嘱について‬ ‭生涯学習課‬

‭議案第17号‬‭那須塩原市那須野が原博物館協議会委員の任命について‬ ‭生涯学習課‬

‭報告第11号‬‭区域外就学及び指定校変更について‬ ‭学校教育課‬

‭報告第12号‬‭令和７年度準要保護児童生徒の認定について‬ ‭学校教育課‬

‭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬

‭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上‬



‭■会議録‬

‭１　開会‬

‭　午後３時００分、月井教育長が那須塩原市教育委員会会議規則第７条の規定に基‬

‭づき、令和７年第５回那須塩原市教育委員会定例会の開会を宣言。‬

‭２　教育長挨拶‬

‭　万物が躍動する、まさに春本番を迎えておりまして、新学期が始まって３週間が‬

‭過ぎようとしているところであります。‬

‭　本日が、令和７年度最初の教育委員会定例会となります。定期異動で職員の入れ‬

‭替わりがございましたけれども、新しい体制のもと順調な滑り出しができていると‬

‭思っております。‬

‭　これからも、明るく活気があり、優しさに満ちた、信頼される教育委員会を目指‬

‭して頑張ってまいりますので、委員の皆様方のご支援・ご協力をお願いいたしま‬

‭す。‬

‭　さて、委員の皆様もご存じのとおり、那須塩原市といたしまして、去る３月２０‬

‭日に、本市のブランディング戦略の一つとして「好きを、編む」というコンセプト‬

‭と、ロゴマークを策定し公表いたしました。‬

‭　この広大な面積をもつ那須塩原市において、一人一人の市民の皆様が、それぞれ‬

‭の興味・関心に基づいて、ご自分の「好きを、編む」ことで、幸せな人生、すなわ‬

‭ちウェルビーイングを実現していただきたいという考え方であります。‬

‭　教育長という立場としては、この「好きを、編む」というコンセプトは、そのま‬

‭ま「学びが面白い学校を実現する」ということに直結していると考えており、今後‬

‭も、教育の分野の中で「好きを、編む」を最大限実現して参りたいと考えておりま‬

‭すので、教育委員の皆様方におかれましては、引き続き本市教育の振興・充実のた‬

‭めにお力添えをいただけますようお願いいたします。‬

‭　さて、本日は、「那須塩原市文化財保護審議会委員の委嘱について」を含め議案‬

‭が２件、報告案件が２件ございますので、慎重かつスムーズな審議をお願いいたし‬

‭まして、私の挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。‬
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‭３　会議録の承認‬

‭　月井教育長が令和７年第３回臨時会の会議録の承認を求め、内容に異議なく、臼‬

‭井委員及び君島委員が会議録に署名を行った。‬

‭　また、月井教育長が令和７年第４回定例会の会議録の承認を求め、内容に異議な‬

‭く、神島委員及び大澤委員が会議録に署名を行った。‬

‭４　教育長報告‬

‭　教育長報告については、特定の個人に関する情報が含まれているため、地方教育‬

‭行政の組織及び運営に関する法律第１４条第７項ただし書の規定に基づき、非公開‬

‭とすることで全会一致。‬

‭　　（内容非公開）‬

‭５　教育長職務代理者の指名‬

‭　教育長職務代理者については、那須塩原市教育委員会会議規則第４条の規定に基‬

‭づき、教育長が臼井委員を指名し、臼井委員に了承された。‬

‭（臼井委員挨拶）‬

‭　ただいま職務代理者の御指名をいただきました。月井教育長を一生懸命補佐しな‬

‭がら、那須塩原の教育のために尽くしていければと思います。どうぞ皆様には、ま‬

‭た御指導をお願いいたします。‬

‭６　付議事件‬‭　‬

‭＜議案第１６号＞‬

‭🔳説明　生涯学習課長‬

‭【提案理由】‬

‭　那須塩原市文化財保護条例施行規則第２２条第２項の規定に基づき、市文‬

‭化財保護審議会の委員を委嘱することについて、教育委員会の議決を求め‬

‭る。‬

‭　　　－資料に基づき議案の内容を説明－‬
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‭🔳質疑等‬

‭　‬‭なし‬

‭🔳議決　‬

‭　　議案第１６号については原案のとおり可決。‬

‭＜議案第１７号＞‬

‭🔳説明　生涯学習課長‬

‭【提案理由】‬

‭　那須塩原市那須野が原博物館条例第１６条第２項の規定に基づき、那須塩‬

‭原市那須野が原博物館協議会の委員を任命することについて、教育委員会の‬

‭議決を求める。‬

‭　　　－資料に基づき議案の内容を説明－‬

‭🔳質疑等‬

‭　〇　臼井委員‬

‭　‬‭皆さん、立派な方で委員にふさわしい方だと思うので賛成です。ただ、博物館‬

‭や図書館、公民館などは、やはり市民利用の施設なので、肩書のある方、団体か‬

‭らの推薦代表という方だけでなく、例えば施設のリピーター、お客さんの代表み‬

‭たいな方、施設を使うほうの立場の方を、多くはなくても１人でも２人でも、そ‬

‭ういう枠があるといいのではないかと思いました。‬

‭　‬‭〇　生涯学習課長‬

‭　　今回のこの委員については、それぞれ同意を得てやっていただけるということ‬

‭　になっています。ただいまの御意見を踏まえ、次回からは、利用者側の視点の方‬

‭　を１名ないし２名選定することについて検討いたします。‬

‭　‬‭〇　教育長‬

‭　　臼井委員さんがおっしゃったようなメンバーを入れるとすれば、この選出区分‬

‭　の中で言うと、社会教育の関係者の中で可能だろうと思います。‬

‭　‬‭〇　臼井委員‬
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‭　　東京あたりでは、必ず公募枠や区民代表を入れなさいというのがあるんです。‬

‭　なかなか公募って難しいと思うし、こういう役職の方を選ぶのは間違いないかも‬

‭　しれないですけど、かなり重複している委員さんもいますので、そういう素人目‬

‭　線というか一般利用者の目線の人たちを入れて、いろんな人に機会を分けるとい‬

‭　うのがあってもいいのかなと思いました。‬

‭〇　教育長‬

‭　それでは、任期は２年ですけど、来年のこの時期に向けて、博物館の利用者目‬

‭線の方を入れるのにどういう形があるのか、選出区分を新たに作る必要があるか‬

‭も含めて、１年間かけて検討するということでよろしいでしょうか。‬

‭　〇　生涯学習課長‬

‭　　はい。‬

‭　〇　臼井委員‬

‭　　もう一つ、これも意見ですが、毎年必ず校長会の代表の方は、退職年の方の名‬

‭　前が挙がってくるので、任期が２年あっても１年で終わってしまうので、残りが‬

‭　２年ある方なら変える必要がないのになと感じています。‬

‭　‬‭〇　神島委員‬

‭　　先ほどの文化財の委員についてもこちらの委員についても女性の方が１人だけ‬

‭　しかいないので、少し考えてもいいのかなと思います。‬

‭　〇　生涯学習課‬

‭　　市民協働推進課からもこうした委員については女性を積極的に登用するように‬

‭　お達しされてますので、文化財、博物館とも適切な人物がいるかどうか探してみ‬

‭　たいと考えております。‬

‭　〇　教育長‬

‭　　本当に貴重な御意見をありがとうございます。事務局としても市全体としても‬

‭　そこは意識しているところですが、男性ばかりの選出になってしまっているのは‬

‭　事実ですから、そこはさらに意識して取り組んでまいります。‬

‭🔳議決　‬

‭　　議案第１７号については原案のとおり可決。‬
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‭＜‬‭報告第１１号、第１２号‬‭＞　‬

‭🔳‬‭説明　学校教育課長　　‬‭※関連があるためまとめて説明を実施‬

‭　【報告理由】‬

‭　　　本件は、申請のあった区域外就学及び指定校変更について、審査結果を教‬

‭　　育委員会に報告するもの。‬

‭　　　また、生活保護法第６条第２項に規定する要保護者に準ずる程度に困窮し‬

‭　　ている者から提出された準要保護認定の申請について、内容を審査した結　‬

‭　　果、準要保護者に認定することに決定したので、教育委員会に報告するも　‬

‭　　の。‬

‭　　－資料に基づき報告事項の内容を説明－‬

‭🔳質疑‬

‭　　‬‭なし‬

‭７　その他‬

‭＜高林中学校の制服について‬‭＞‬

‭　〇　君島委員‬

‭　　高林中学校の制服は生地が厚く、ものすごく重い。デザインも親の世代‬

‭　から変わっていない。生地は２００３年くらいから生地が変わっているそ‬

‭　うですが、大人はクールビズが進んで、どんどん夏も快適に過ごしましょ‬

‭　うといって、良いポリエステルの生地も出ているのに、あの制服を着て夏‬

‭　を過ごすのは本当にきついと思うんです。去年黒磯地区の３校の制服が変‬

‭　わりましたよね。中学校入学時に自転車、ジャージ、制服となると１０万‬

‭　円以上かかる負担もあります。神戸では神戸市内統一の神戸モデルを作っ‬

‭　て費用負担を軽減したり、宇都宮市でもだいぶリユースが進んでいると聞‬

‭　いています。市内全部でなくても黒磯地区だけでも統一することについ　‬

‭　て、教育委員会でどうお考えかを伺いたいです。‬

‭　〇　学校教育課長‬

‭　　実は、夏用のポロシャツの導入について、令和５年度に検討は始めてい‬
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‭　ましたが決まってはいないようです。今いろんな学校で制服を変えている‬

‭　ところですので、市内での統一については、残りの学校、校長先生方にも‬

‭　話をしてみます。‬

‭　〇　教育長‬

‭　　私の見解としては、今回、黒磯中、黒磯北中、厚崎中が教育委員会主導‬

‭　ではなく、校長先生たちが自分たちで話し合って自分たちで決めて、ああ‬

‭　いう軽くて家でも洗える制服というものにたどり着いて、子どもたちの評‬

‭　判も非常に良いという話を聞いていますので、他の学校も暑い夏をどう　‬

‭　やって乗り切ろうか、この制服でいいのかということを真剣に考えれば自‬

‭　ずと答えは出てくるだろうなと思っています。市として、教育委員会とし‬

‭　て制服を統一するからそれに変えなさいという流れよりは、各学校の校長‬

‭　先生や保護者、地域の方々がみんなで話し合って変えていこうよという意‬

‭　見と、伝統的な制服を変えたくないという意見を議論させる中で答えが出‬

‭　てくることが一番望ましいと思っていますので、ぜひ高林中学校の保護者‬

‭　の方々、特に新しい１年生の保護者の方々が、校長先生にどんどん言って‬

‭　いただいていいのかなと思っています。より子どもたちがウェルビーイン‬

‭　グになる状況を考えていただけたら嬉しいなと思います。‬

‭８　閉会‬

‭　‬‭午後４時２０分、予定していた付議事件については、全て終了したため、月井教‬

‭育長が令和７年第５回教育委員会定例会の閉会を宣言。‬

‭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬‭　　以上‬
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